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1． はじめに
　看護技術は経験を通して変化し，現在の看護技術と
して確立した要素が多い．そのため，根拠に乏しく，
看護技術のエビデンスの構築が求められるようになっ
た．
　一方，継承されてきた看護技術は，その時代背景の
影響を受け，技術の方法は変化しているが，継承さ
れ，現在の看護技術が確立している．杉森は「先人の
残したものの中から継承すべきものと，そうでないも
のを明らかにしていく中から，職業教育の持つ特性，
その自律性が浮き立ってみえる」1）と述べている．
　本研究は，入浴できないで病床にある対象の身体の
清潔法を，日本で最初に出版された看護書にさかの
ぼって，当時記述されている内容から現在に継続され
看護書に取り上げられてきた過程を分析し，その特徴
を明らかにし，現在の看護技術を検討するための基礎
資料とする．
　今までに身体の清潔に関する看護書の変遷は総説と
して紹介されているが，清潔に関する看護技術を歴史
的に考察したものはないことから，継承されてきた看
護技術の方法・内容の変遷と継承されている普遍的要
素について検討する．
2． 研究目的
　身体の清潔技術に関する看護書の記述内容を分析
し，現在の清潔に関する看護技術を検討するための基
礎資料とする．
3． 研究方法
　看護書の選定については，国立国会図書館所蔵の近
代看護書（看護書目録）を総覧し，学習用教材として
使用された図書および，看護書からのデータ収集が可
能であり，研究目的に該当する，身体の清潔法が記述
されている図書を対象とした．また，本研究では「看
護技術」の名称が公の科目となった1967（昭和42）年
および，「基礎看護技術」の名称が公の科目となった
1989（平成元）年の保健婦助産婦看護婦学校指定規則
改正をひとつの区切りとし，改正直後の1969（昭和
44）年と1991（平成3）年の看護書2）～20）を研究対象
とした．現在本学の基礎看護技術教育で使用している
教材21）を追加して20冊とした．
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要　約
　本研究は，入浴できない対象における身体の清潔法に関する看護書の記述内容を分析し，現在の清潔に関する看
護技術を検討するための基礎資料とすることを目的とした．1877（明治10）年から1991（平成3）年の115年間に発
刊された看護書から，研究目的に該当する19冊および現在本学で使用しているテキストを分析対象とした．身体の
清潔法に関する記述内容を精読し，研究者らが作成した分析フォームを用いて分類した．時期区分は，第一報から
得られた「身体の清潔」の目的に関する知見から，3期に区分し分析した．また，身体の清潔に関する実施方法の
変遷から普遍的要素を検討した．その結果，1）Ⅰ期（明治10年から明治29年）は，入浴が主で清拭という概念が
なかったが，病床にあっても身体の清潔を保てることが紹介された時期であった．2）Ⅱ期（明治29年から昭和19
年）は，主に家庭における重症者に，身体の負担なく入浴と同様の効果を得る清拭の方法を説明していた．一方，
身体の清潔が重要であるとしながらも，戦争の影響から救護看護婦養成のための看護書である性質上，傷の清潔に
焦点をあてた内容となっていた．3）Ⅲ期（昭和22年から平成3年）は，身体の清潔の目的が成文化されたことによ
り，目的を達成するための方法が実証され詳細に記述が加えられた．4）身体の清潔における実施方法の変遷から
普遍的要素6項目が明らかとなった．
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「状態観察」とした．
　身体の清潔に関する看護書20冊から身体の清潔方法
として記載している項目について普遍的要素を抽出し
た．
　研究の信頼性は，共同研究者間で看護書から読み取
り類似性のあるものを分類し検討して信頼性を確保し
た．
　1877（明治10）年から1991（平成3）年に発刊され
た看護書から，研究目的に該当する20冊（表1）につ
いて，身体の清潔法に関する記述内容を精読し，研究
者らが作成した分析フォームを用いて分類した．分類
は，現在学習用教材として使用している看護書の構成
を参照し，「目的」「呼称」「対象・適応」「対象への説
明」「環境の調整」「準備（使用物品など）」「拭き方」
4． 結　果
1 ）時期区分
　先行研究22）で得られた身体の清潔の目的を表2に示
す．時期区分を身体の清潔の目的に関する分類から，
Ⅰ期（明治10年から明治29年），Ⅱ期（明治29年から
昭和19年），Ⅲ期（昭和22年から平成3年）の3期に区
分した．
　Ⅰ期に該当する看護書は4冊（文献番号1～4），Ⅱ期
は8冊（文献番号5～12），Ⅲ期7冊（文献番号13～19）
であった．
2 ）身体の清潔の呼称
　身体の清潔に関する呼称については表3に示すとお
りであった．Ⅰ期では3冊に記述があり，Ⅱ期では，
「患者身体清潔法」1冊，「洗拭法」1冊，「患者ノ清潔」
3冊，「患者の更衣及び清潔法」1冊であった．Ⅲ期は，
「全身清拭」5冊，「全身清拭法」2冊で，現在使用され
ている呼称「全身清拭」が初めて使用されたのは，文
献13からであった．
3 ）身体の清潔における対象・適応
　ここでは，どのような対象に身体の清潔技術を提供
するかをみたものである．Ⅰ期では，「永く就蓐の患
者殊に汗の多く出る人」などの記述が1冊ずつにみら
れ，他の2冊には記述がなかった．Ⅱ期は，「患者入院
する方にて身體不潔なるときは」「大病人」が各1冊，
「入浴セシムルコトヲ得サル患者」が4冊，「入浴が出
来ない患者」が1冊で，その他1冊には記述がみられな
かった．Ⅲ期では，「沐浴の許されない患者」1冊，「入
浴の許されない患者」2冊で，5冊には記述がなかった．
4 ）身体の清潔における対象への説明
　身体の清潔において，対象となる患者への説明に関
しては，Ⅰ期からⅢ期を通して記述があったのは20冊
中5冊で，その内容は「よく其の理を説き」「患者に必
要性を説明し」「患者に清拭の必要性を説明し」「患者
表1　文献一覧
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6 ）身体の清潔における準備
　身体の清潔を実施する際，準備の内容として「使用
物品」「配置」「湯の温度・種類」「防水」に分類した．
　使用物品については表4に示す．Ⅰ期の看護書に
は「湯」「石鹸」「酒精」「手拭」「海綿」などの記述
が望まないときに，むりに清拭するのは好ましくな
い」「清拭の目的・方法を話し，清潔の必要性を説明
する」であった．
5 ）身体の清潔における環境の調整
　身体の清潔技術を提供する時の環境の調整につい
て，Ⅰ期では2冊に記述があり，その内容として文献2
に，「窓及換気孔を閉ちて室内空気の流通を止め，其
温度を華氏の六十六度乃至七十度の間に保たしめ」と
あるように，室温を数値で具体的に示した記述があっ
た．Ⅱ期では，記述のない看護書は2冊で，その他記
述のあったものは，「温暖にして風なき時を撰ひ」が1
冊，「暖ニシテ風ナキ時ヲ選ミテ」が3冊，「暖ニシテ
風ナキ時ヲ選ビテ　病室ノ窓・障子等ヲ閉ヂ外氣ノ侵
入ヲ塞ギ」が1冊，「即室内を温暖となしたる後」が1
冊であった．Ⅲ期は7冊すべてに記述があり，「戸や窓
からの隙間風をなくして23度に保つこと」などのよう
に，室温を数値で示している記述がすべての看護書に
みられた．
表2　身体の清潔の 「目的」
表3　呼称
表4　使用物品
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記述があり，Ⅱ期では「身體ノ一部分ヅツ漸次全身ニ
及ボスベシ」など2冊に記述があった．Ⅲ期は「顔，
首，耳，自分と反対側の腕と肩，自分側，胸部腹部，
反対側の下肢，大腿下腿足の順，足浴，背部臀部，陰
部を洗う」のようにかなり具体的な順序が7冊とも明
記されていた．
　手拭の取り扱いについては，Ⅰ期で1冊，Ⅱ期で4冊
の記述があり，いずれも「手拭を湯につけ堅く絞る」
などの内容であった．Ⅲ期では，「絞って拭く」ほか
に「ウォッシュクロースの使い方」として「手に巻き
つける方法」や「端がぶらぶらしないように」などの
記述が7冊すべてにみられ，図で説明したものが2冊
あった．
　拭く方法およびふきとりについては，Ⅰ期3冊，Ⅱ
期5冊，Ⅲ期7冊にそれぞれ記述があった．拭く方法
の内容は，「一部づつ拭く」「夜具の下より手を差し
入れ，幾度も幾度もよく拭く」「手早く静かになめら
かに拭く」「石鹸は患者の希望により用いる」などで
あった．また，石鹸使用後や，皮膚に水分を残さない
ためのふきとりについての記述は，「拭きたる部分は
柔軟なる綿布又は「タオル」を以て除に拭き乾かす」
「石鹸の附かざる西洋手拭にてよく拭ひ」「石鹸は皮膚
を荒れさすから必ずきれいに洗ひ落とすこと」「清拭
後の皮膚は充分に乾燥させる」などの記述があった．
　背部マッサージは，Ⅰ期Ⅱ期とも記述はなく，Ⅲ期
は6冊に記述があった．文献18・19に図が示され，文
献19では「ストローキングを行う」との記述があっ
た．
8 ）身体の清潔における状態観察
　身体の清潔における皮膚や全身の観察について，Ⅰ
期Ⅱ期では記述がみられなかった．Ⅲ期では7冊すべ
てに「患者の状態を充分に観察すること」など皮膚の
状態を具体的に観察する内容の記述があった．
9 ）身体の清潔技術における実施方法
　身体の清潔に関する記述から，前述した項目を3期
に区分し，現在使用している看護書も含め，実施方法
の変遷から普遍的要素について検討した（表5）．
　看護書の記述内容から，「環境の調整」では，①室
温と室内の気流を防ぐ，②スクリーンやカーテンをし
て対象のプライバシーを保護する，の2つの要素が抽
出された．また，「拭く方法」については，①石けん
を使用した場合きれいに拭き取る，②平均した圧迫で
しっかり拭く，③末梢から中枢に向けて拭く，④筋肉
や皮膚の割線に沿って拭く，の4つの要素が抽出され
た．
があった．Ⅱ期は第Ⅰ期と同様の記述に加え，「少量
の油，胡麻油等，溫石炭酸水」などの記述が1冊あっ
た．Ⅲ期では，すべての看護書に記述があり，「洗面
器とお湯」「石鹸」「うち粉」「膿盆」「手拭」などⅡ
期までと同様の記述の他，さらに「綿毛布」「ピッ
チャー」「マッサージ用アルコール」「ウォッシュク
ロース」「タルカンパウダー」「バケツ」など，現在使
用している物品が明記されていた．
　使用物品の配置については，Ⅰ期ではいずれの看護
書にも記述はなかった．Ⅱ期では1冊に「入用の器機
を取揃へ病床の傍に上敷様の物を敷き盥（たらい）に
湯を取り」との記述があった．Ⅲ期は7冊中6冊に記
述があり，「必要物品を集めて患者の部屋へ持ってい
く．道具を床頭台に使い易い様に整える」「枕は1つに
して，ほかは椅子の上におく」などであった．
　身体の清潔において使用する湯の温度・種類は，Ⅰ
期では，「華氏の九十五度以上」と温度の数値まで示
されたものが1冊あった．Ⅱ期では8冊すべてに記述が
あったが，温度まで示したものはみられなかった．Ⅲ
期は7冊中4冊に温度の数値を記述したものがあった．
　湯の種類については，Ⅰ期に「冷水・酢水を以て」
「香水又は酒精一二滴を加えるを佳しとす」のように2
冊に記述があった．Ⅱ期では5冊に「湯ノミヲ用井或
ハ石鹸水若ハ湯ニ酒精ノ少量ヲ加ヘタルモノヲ用フ」
との記述があった．Ⅲ期の看護書には記述がなかっ
た．
　防水は，身体の清潔技術実施時に患者の寝衣や寝具
を濡らさないための工夫についての記述をみたもので
あるが，Ⅰ期では4冊中2冊に記述があり，「油紙」や
「ゴムシーツ」を使用すると記述があった．Ⅱ期にお
いては，記述のあったのは8冊中1冊で，文献6に「夜
具衣類等の濡ら濕らざるために上下共大なる西洋手拭
を敷き」と内容が示されていた．Ⅲ期では，該当する
すべての看護書に記述があり，浴用タオルや綿毛布の
使用が記述されていた．
7 ）身体の清潔における拭き方
　ここでは身体の清潔における拭き方について，その
内容を「かけものなどの調整」「拭く順序」「手拭の取
り扱い」「拭く方法」「背部マッサージ」「ふきとり」
に分類した．
　かけものなどの調整は，「夜具の下より手を差し入
れ」など，Ⅰ期からⅢ期までの19冊中10冊に記述が
あった．
　拭く順序については，Ⅰ期では「始め顔面部より漸
次胸腹，次で背部及び手足に至る」など4冊すべてに
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表5　身体の清潔技術における実施方法の変遷
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活動で中心的な役割を担っていった．その後，1915（大
正4）年に内務省は看護婦規則を制定し，翌年には私
立看護婦学校看護婦講習所指定標準ノ件（以下指定標
準ノ件とする）が定められた．看護婦規則では，看護
婦の定義や看護婦試験の試験科目が明記され，指定標
準ノ件では，必修学科目など看護教育の内容が初めて
示された30）．
　Ⅱ期の著者は，看護婦によるものが1冊，日本赤十
字社（以下日赤とする）・医師によるものが5冊，医師
によるものが2冊であった．
　日赤・医師による図書の特徴として，呼称を「患者
ノ清潔」とし「傷者・重病者」を対象とした．使用物
品に「阿列布（オリブ）油・胡麻油」など軟膏を使用
した後の処置や，「傷ある者には温石炭酸水で拭く」
などの記述があり，傷病兵の救護看護を目的としてい
ることがうかがえる．これらの特徴は，文献5，7，9，
10と版を重ねても大きな変化はみられていない．
　文献6の著者大關和は，前述の桜井女学校付属看護
婦養成所の一期生で派出看護婦として働き，自分の体
験を基に執筆した31）．この本の特筆すべきことは，皮
膚は排泄器の一つであること，是を怠るときは衛生を
害すこと，大病人であっても洗拭しなければならない
こと，など病人に負担なく入浴に近い効果を得る方法
を説明している．
　Ⅲ期は，1945（昭和20）年の第二次世界大戦終戦後，
わが国が連合軍による占領下に置かれた時期である．
当時の連合軍最高司令官総司令部には公衆衛生福祉局
があり，そこに看護課が設けられ，初代課長に赴任し
た G.E. オルトは，日本の看護界の調査を踏まえ看護
教育・看護制度など一連の看護改革を推進した．特
に，1948（昭和23）年の「保健婦助産婦看護婦法」の
成立によって大きな質的変換をみたといえる．また，
看護教育レベル向上のため，聖路加女子専門学校と日
本赤十字女子専門学校が統合され，東京模範看護教育
学院（以下，模範学院）が開設された．以後，保健婦
助産婦看護婦養成所指定規則が定められ，改正ととも
に看護婦教育は変遷し，現代に至っている32）．
　Ⅲ期の著者は，看護婦によるものが2冊，模範学院
によるものが2冊，看護学研究会によるものが1冊，医
師によるものが2冊であった．
　Ⅲ期は，アメリカ看護の多大な影響を受けている．
模範学院による文献13・15では，前述のオルト看護課
長がまえがきに「アメリカの看護技術が，日本の看護
法として適用できる」ようにと述べている．文献13で
「あらゆる看護の手順がこの学校で実験された」内容
　Ⅰ期からⅢ期，現在まで実施方法が継続して記述さ
れた項目は，「室温と室内の気流を防ぐ」のほか，「湯
の温度」，「防水」，「拭く順序」「手拭の取り扱い」「ふ
きとり」の6項目であった．Ⅱ期からⅢ期，現在まで
継続して記述のあった項目は，「対象への説明」，「拭
く方法」の①石けんを使用した場合きれいに拭き取
る，②平均した圧迫でしっかり拭く，の3項目であっ
た．Ⅲ期から記述のあった項目は，「拭く方法」の③
末梢から中枢に向けて拭く，④筋肉や皮膚の割線に
沿って拭く，「背部マッサージ」であったが，「背部
マッサージ」については現在使用している看護書に記
述がなかった．
5． 考　察
1 ）各期の特徴と著者および時代背景の検討
　わが国の近代看護教育は，今からおよそ130年前の
1885（明治18）年4月に「有志共立東京病院看護婦教
育所」の設立からスタートしている．次いで，1886（明
治19）年の「京都看病婦学校」，「桜井女学校看護婦学
校」がある．いずれの養成所もアメリカ人看護婦によ
る教育が行われている23）．
　Ⅰ期の図書を著者別にみると，看護婦による図書が
1冊，医師による訳本が2冊，看護婦による訳本が1冊
であった．
　文献1・2の譯者，太田雄寧・佐伯理一郎は，いずれ
も医師で，欧米への留学経験から看護婦教育の必要性
を感じ，翻訳に至った経緯があった24）25）．文献3の著
者，平野鐙は，前述の有志共立東京病院看護婦教育所
の卒業生で看護婦であり，わが国で看護婦が著した初
めての看護書である26）．また，文献4は京都看病婦学
校の看護教師として来日したヘレン・イー・フレザー
が著した図書を，女史の通訳で同校の卒業生でもあっ
た成瀬四寿が訳している27）．
　Ⅰ期の記述内容をみると，この時期は，入浴が主で
あり清拭という概念はなかったと推測される．呼称に
おいても「洗拭」「拭浄法」「海綿浴」で，いずれも洗う
ことを示している．また，看護書でありながら看護婦の
みならず一般家庭に向けた書物であるという要素28）29）
から，看病者の行動が具体的に示され，対象となる病
人や家族に身近な物品で看護を提供できる内容となっ
ていると考えられる．
　Ⅱ期は，明治期後半から戦争の色が濃くなり，必然
的に看護婦は，戦争救護に参加していくことになる．
その発端は，1894（明治27）年に始まった日清戦争で，
特に日本赤十字社の看護婦たちは，戦争における救護
83
桐生大学紀要．第24号　2013
たことがわかった．
2 ）Ⅱ期は，看護婦によって重症患者に清拭が行われ
始め，それが継続された時期である．主に家庭におけ
る重症者に身体の清拭ができることが記述されてい
る．その方法は，対象に負担なく入浴と同様の効果を
得ることを説明していた．一方で，戦争という社会的
影響を受けるなかで，身体の清潔が重要であるとしな
がらも，救護看護婦養成のための看護書である性質
上，傷病兵を対象として傷の清潔に焦点をあてた内容
となっていた．
3 ）Ⅲ期は，身体の清潔技術が教育に定着した時期で
ある．この時期の看護書は，第二次世界大戦後におけ
る看護の変革期のなかでアメリカ看護の多大な影響を
受けていることがわかった．また，身体の清潔は，目
的が成文化されたことにより，目的を達成するための
方法が実証され詳細に記述が加えられた．この時期に
おいて清拭の方法はほぼ現行に近い形になった．
4 ）身体の清潔技術における実施方法では，時代背景
や文化的な影響に左右されながらも，Ⅰ期から現在ま
で継続して記述のあった「室温と室内の気流を防ぐ」
「湯の温度」「防水」「拭く順序」「手拭の取扱い」「ふ
きとり」の6項目が普遍的要素として明らかとなった．
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　この時期は，全身清拭という単元が設けられ呼称が
定着した．また，目的が成文化され，「精神的な効果」
「全身の血行をよくする」「全身の観察」「スキンシッ
プ効果」などが加えられたことにより，結果に示した
ように対象への説明，環境の調整，使用物品，方法に
詳細に記述が加えられた時期である．
2 ）身体の清潔技術における実施方法
　ここではⅠ期～Ⅲ期及び現在を通して20冊の看護書
に記載されている身体の清潔技術の実施方法につい
て，項目ごとに3期に区分して整理しその変遷から普
遍的要素を明らかにした．
　特にⅠ期から記載があった項目として「室温の調
整」「清拭後の乾いた布によるふき取り」「露出を少な
くする」「お湯の温度調整」など，いずれも体温低下
を防ぐための看護技術として原則的な重要な項目が記
載されていた．
　Ⅱ期から石鹸による清拭が行われるようになり「石
鹸使用後ふき取り」の記載が見られるようになりⅢ期
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ど病人には清潔行為はできないとされていたことから
必要性を説明することが記載されていた．
　Ⅲ期は，「説明し対象の意思を確認し了解を得る」
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ついてほぼ現行に近い形になったと言及できる．
　本学で使用している看護技術書との比較では，Ⅲ期
と方法について変わりなく，留意事項に実験研究を通
して根拠が示されていたが，「背部マッサージ」につ
いては記述されていなかった．
　なお，より確かな根拠を求めて研究が継続されるこ
とが望まれる．
6． まとめ
　本研究は，「身体の清潔」の目的に関する知見から
3期に分類し，内容・方法に関する記述についてⅠ期
～Ⅲ期それぞれを分析した結果，次のことが明らかと
なった．
1 ）Ⅰ期は，入浴が主であり清拭という概念がなかっ
たが，病床にあっても身体の清潔を保てることが紹介
された時期である．この時期の看護書は，翻訳された
もの，あるいは看護教育を受けた者によって出版され
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Changes in nursing techniques regarding physical hygiene 
─ Analysis of nursing books from 1877 to 1991─
Sonoo Miki, Michiyo Ohkawa*
*Gunma Prefectural College of Health Sciences
Abstract
In this study, we analyzed the contents of nursing books regarding physical hygiene methods for persons who are unable to 
bathe, and used them as basic materials to discuss present-day nursing techniques regarding hygiene. From among the nursing 
books published between 1877 and 1991, we chose 19 books concerned with our objective. We analyzed these books, and 
textbooks currently used in our college. We carefully read the descriptions of physical hygiene methods, and classified them 
using analysis forms devised by researchers. For analyses, we divided the period into 3 phases based on the findings regarding 
the purposes of “physical hygiene”, which were drawn from the first report. We also attempted to extract general factors based 
on changes in the methods of performing physical hygiene. As a result, 1) in the first phase (1877-1896), bathing was prevalent 
and the concept of a complete bed bath did not exist, but the practicability of maintaining physical hygiene on a sickbed was 
introduced; 2) in the second phase (1896-1944), a complete bed bath that had effects equivalent to bathing without physical 
burdens was taught mainly to severely-ill patients at home. On the other hand, although nursing books published during this 
phase placed some importance on physical hygiene, they were intended for educating first-aid nurses because of the war, and, 
thus, focused primarily on treating injuries; 3) in the third phase (1947-1991), because the purposes of physical hygiene were 
formally published, methods to achieve them were demonstrated, and detailed descriptions were added; and 4) we clarified 6 
general factors based on the changes in the way to perform physical hygiene.
Keywords: physical hygiene, complete bed bath, nursing technique, nursing book
